
第１常任委員会 行政視察報告書 

 

 

１ 日  時  令和元年 10月 30日（水）～11月１日（金）  

 

２ 視 察 先  道の駅「しちのへ」(青森県) 

秋田プライウッド株式会社(秋田県) 

 

３ テ ー マ  重点道の駅に選定された『道の駅しちのへ』の整備の考え方 

        留萌港から移出される道産原木の状況と今後の展望 

   

４ 目  的   道の駅「しちのへ」は、道の駅登録制度開始当初からの施設であ

り、これまで、新幹線「七戸十和田駅」前という立地を活かし、町

観光部局の移転などを行いながら地域観光に力を入れてきた。2019

年には重点道の駅に選定され、道路観光情報館を建設している。留

萌市が現在、道の駅基本計画策定中であり、来春の登録申請とオー

プンを目指しているため、参考とする。 

         平成 22 年から、留萌港からの道産原木(トドマツ)を受け入れて

いる秋田プライウッド株式会社を訪れ、留萌港を含めた道産原木の

取扱量や製造過程、課題と展望を知ることで、留萌港からの道産原

木の利活用振興の参考とする。 

 

５ 派遣議員  横田美樹、珍田亮子、米倉靖夫、戸水美保子 

笠原昌史、村山ゆかり、野崎良夫 

 

６ 報告内容   

                           

「道の駅しちのへ」 

考 察 

● 1993 年、初代道の駅として登録、物産館、美術館、花卉展示館などをオープン

し、議会、行政、地域住民と年間に 10 回以上の話し合いを行い、地域と連係しな

がら施設の拡大を図ってきた。2019 年に重点道の駅に選定され、道路観光情報館

を建設している。開設当初は、何もなかった広大な土地に、住民の理解も難しく出

店したいという賛同者が少ない状態からのスタートだったが、徐々に提携する農家

が増え、現在では約 200 団体が出店。農家の収入増に繋がっているが、高齢化が進

み、生産・販売の維持が難しいという課題がある。 

 また、販売者と製造者が違うため、商品設定と価格設定が難しい。公共性とビジ

ネスの両立を図る人材育成が課題という。オープン当初は、業務委託していたが、

現在は、２つの事業者が指定管理している。 

 



● 集客ターゲットは、観光客と地域住民が半々で、平日は住民と通勤者が多く、土

曜・日曜は観光客が多い。各機能に合わせたターゲットを考えている。 

「目的地」としての利用は、難しい。「利益を出すための集客なのか、何のため

に集客するのかを明確に企画することが大事。行政側の視点ではなく、消費者・買

い物客の視点で、ついでを増やしていきたい」と話し、「ついで」を増やすための

魅力ある企画を想像し、次の観光地への繋ぎとしての道の駅を目指していた。 

 

道の駅に登録されてから 26 年間、地域住民と行政と議会が地道に創り上げてき

た事業の積み重ねは、これから創り上げる留萌道の駅基本計画に多いに参考となっ

た。また、これまでの経緯の中で、国との協議などで苦慮した話しなど、行政職員

の大変さを痛感でき、住民と行政、議会がお互いに理解し合いながら最善の手段を

検討していきたい。 

 

「秋田プライウッド株式会社」 

考 察 

● 留萌港から、道産原木（トドマツ）を移出している秋田プライウッド㈱は、1963

年に設立。国内産材の合板生産日本一を誇る。年間売上高 270 億円。社員数は、363

人。森林事業部を合わせると約 470 人が働いている。 

「地球環境を保護しよう」「住環境を充実しよう」「自然メカニズムを理解しよう」

「木に感謝しよう」「植林木を利用しリサイクルもしよう」の５つの誓いを掲げて

いる。 

 この２年間は、外国からの輸入はなく、特に強度が求められていない「フロアベ

ース」国産材合板・フローリング・内装材の製造販売に力を入れている。 

持続可能な森林環境事業として、３つの社有林「アキプラの森」650ha の森林を

管理。「植える」「育てる」「収獲する」「使う」繰り返し実践することで、森林保全、

地球環境の保護に大きく貢献している。 

 

● 留萌港からは、平成 22 年から原木を取り扱い、自社で船をチャーターして、運

んでいる。留萌港からの取扱量は、年間３万㎥（月に約５千本×２回）。全道の中

で 25％、全国で４％にあたる。もっと多くの木材を供給してほしいが、冬期間、

留萌港に木材運搬船が行きたがらないということを聞き、留萌港の課題が明らかに

なった。 

また、留萌からの原木は、塩害等による「あて」が多く、真っ直ぐに育っていな

いため、材質としては、Ｂ材だが、合板製造には問題はないということ。 

 

工場が立ち並ぶ広大な敷地を見て回り、原木から製品(合板)ができ、最後はチッ

プ材となり燃料となる余すことなく使い切る工程を視察することができ、感動した。 

木材運搬船が、日本海側の港に行きたがらないため、自社の船で積み出しを行な

っているようだが、留萌港から安定的に原木が供給できることはもちろん、もっと

多くの木材を供給できるようにならないのか、課題を調査してみたい。 

 



 

 

「道の駅しちのへ」視察写真 

 

 

「秋田プライウッド株式会社」視察写真 

 

 

 


